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漏電と感電漏電と感電

　健康は、自分の責任で作り上げるものです。定期的に
健康診断を受けて、悪いところがあれば早めに治療しま
しょう。健康づくりには、正しい知識と実行が必要です。
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　　電気機器、電線など電気設備が丈夫で長持ちする
　電気の安全づくりは、人間の健康づくりと似ている
　ところがあるように思います。
　　そこで、お客さまの電気設備を定期的に診断いた
　しております担当の保安技師とご一緒に、電気の
　安全づくりについて考えてみましょう。

電線

　　電気は、正常な状態では電気機器、電線などの
　電気の通り道を流れています。
　　でも、傷がついたり劣化や故障したりすると、
　外に漏れ出して、正常な電気の通り道以外にも流れ
　ます。これが漏電で、感電や火災の原因となります。

漏　電　と　は　？

傷

劣化

故障

漏電
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漏電と感電　　［事例紹介］　

Ａさんの場合 Ｂ子さんの場合
（アース）

Ｃさんの場合
（漏電遮断器）

ぎゃー

キャッ

アッ？

漏電と感電　　［事例１］Ａさんの場合

カチッ

「アッ！」　すごいショック！
手にした電動工具のスイッチを入れたとたんに感電。
はなそうとしますが、
筋肉がけいれんして
自由がききません。
本当に危ない。 ぎゃー

1P-1
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漏電と感電　　［事例１］Ａさんの場合

　電動工具が濡れて
いたか何かの原因で、
内部の絶縁が悪くなっ
ていました。
　スイッチを入れた
とたんに電気が金属
ケースに漏れて、
握っていた手から
体内を通って足から
地中へ一瞬にして流
れたのです。

1P-2

漏電と感電　　［強く感電すると］

　強く感電すると、触れた手が
吸い付いたようになります。
　手の筋肉がけいれん収縮
するためで、わずか
１０mAほどの
電流でも
起こります。

１０mA

５０mA以上になると、心臓や
呼吸が止まったり、ひどい火傷を
受けて大変なことになります。

1P-3
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　水中ではわずか
数ボルトでも危険
です。
　また、体が濡れ
ている時では２５V、
皮膚が乾いている
場合でも５０V以上
になると危険にな
ります。

漏電と感電　　［体が濡れていると］

皮膚が汗とか水
で濡れていると、
電気抵抗が大変
小さくなって、
電流が通りやす
くなります。

2P-1

感　　電
私達が日常使っています100ﾎﾞﾙﾄ、200ﾎﾞﾙﾄは、感電すれば

　危険な電圧であることを充分に知っておくことが必要です。

電灯コンセント
１００ボルト

動力
２００ボルト

2P-2
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感　電　　［高圧6,600ボルトの場合］

　高圧の場合は、全身の筋肉が一瞬に収縮・反発し、失神して
　跳ね飛ばされ転倒・墜落したりして大きなダﾒｰジを受けます｡

感電

2P-3

安全のための装置

　ここが大切な
ところですが、
それなりの備えが
日頃からあれば、
つまり安全のため
の装置がついてい
て、安全な対策が
出来ていれば、
安心して電気を使
うことができるの
です。

漏電遮断器 ブレーカ

アース（接地）

アース線

アース棒

2P-4
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漏電と感電　　［事例２］Ｂ子さんの場合

カチ！

キャッ

・・・弱い感電で
よかったですね。

「あっ、ピリ！ときたわ。
でもモーターはまだ回っている！
漏電だ。危ないから使えないわ。
スイッチを切って」

3P-1

アース線

漏電と感電　　［事例２］Ｂ子さんの場合

　　　実はＢ子さんの場合には、対策が施されていたのです。
　　　漏電した電動工具には、ちゃんと絵のようにアースが
　　取り付けられていました。
　　　電気が安全に使えるまず第一の条件は、このように
　　正しくアースが取り付けられていることです。

アース極
付プラグ

アース極付
コンセント

アース受刃
アース刃

電圧受刃
電圧刃

3P-2
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アース（接地工事）

アース線

　　アース（接地工事）とは、地中に埋められたアース極と
　　電気機器を、アース線で結ぶことです。

アース極

　機械器具の鉄台や外箱に
アース線を接続することで、
電気抵抗がほとんど無しに、
大地としっかり結ばれます。

3P-3

アース（接地工事）

漏電したとき、漏れ
た電流のほとんどが
アース線を通じて地
中に流れます。

人体が漏電箇所に接触しても、人体
の抵抗はアースより大きく、ごくわ
ずかな電流しか体内を流れないので、
ショックは小さくてすみます。

4P-1
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アース（接地工事）

アースの工事は、一見やさしそうに思われますが、
かなり技術のいる、専門家でないとできない工事です。

4P-2

アースは、万が一漏電した時の命綱

　ほとんどの電気機器の外箱に、
アースを取り付けることが国の法令
で決められています。
　日頃から緑色のアース線がしっか
りついているか確かめてください。

緑色の命綱

4P-3

アース線

アース極
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漏電と感電　　［事例３］Ｃさんの場合

一度「ピリッ」ときたら、
ただちに電動工具を
電源（コンセント）から外して、
専門家に診てもらいましょう。

実は、コンセ
ント回路に
漏電遮断器が
取付けてあっ
たのです。

やっ！ピリッときた。漏電だ。
驚いたなー。
しかし何ともなくてよかった。
危ないから使えない。
スイッチを切ろう

5P-1

　　漏電によってちょっとショックは受けましたが、この絵の
　ように漏電遮断器が自動的に働いて、瞬時に電源が切れるので、
　軽いショックですみました。

　大切なことは、漏電すると漏電遮断器が働いて、
電気が自動的に切れてくれることです。

漏電と感電　　［事例３］Ｃさんの場合

漏
電
遮
断
器

漏電
発生

5P-2
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感電による災害の程度
感電による災害の程度は、
体の中を流れた
　電流の大きさ、
　流れた時間、
　流れる経路、
　それと電圧が
問題となります。

0.1秒以内に
電流が切れると
まず命にかかわ
ることはありま
せん。

電流×時間と経路電流×時間と経路

5P-3

漏電遮断器（ＥＬＢ）　正常

漏電
遮断器

ＥＬＢ

入

電熱器 モータ 電動工具

　電熱器やモータなど負荷に送られる電流と帰りの電流を、配線
の根元でたえず監視していて、漏電があれば自動的に電気を切る
装置です。漏電のない配線では、送りと帰りの電流は等しく、
つまり差は０Ａとなります。

10A

10A

5A 5A 3A 3A 2A 2A

１０Ａ-１０Ａ＝０Ａ

6P-1



12

入

10A

10A

5A 5A 3A 3A 2A

電熱器 モータ 電動工具

漏電
遮断器

ＥＬＢ
切

漏電遮断器（ＥＬＢ）　漏電

漏電が生じますと、配線の帰りの電流が少なくなり、行き帰りに
差が生じます。漏電遮断器は、この電流の差を素早く
キャッチし、電源を切って感電を防ぎます。

2A

１０Ａ-１０Ａ＝０Ａ

11A

１１Ａ-１０Ａ＝１Ａ

1A

漏電

6P-2

漏電遮断器（ＥＬＢ）が働く原因

電気機器の故障により漏電コンセントの破損により漏電

充電部にふれて
漏電・感電

水に濡れて漏電

漏電遮断器が働く原因は、電気機器やコンセント、
スイッチ、配線などの絶縁が悪かったり、充電部分
に不注意に触れたり、また床洗いの際の水滴が
コンセントにかかるなど、いろいろな場合がありま
す。

6P-3
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水気のある場所 湿気の多い場所
移動式の電動工具

屋外の
コンセント

漏電遮断器（ＥＬＢ）を取り付ける
必要のある危険な場所（例）

　漏電遮断器を取り付けなければならない法令で決められている
　箇所など、詳しくは担当の保安技師が説明いたします。

水気のある場所 湿気のある場所

移動式の電動工具 屋外のコンセント

6P-4

漏電遮断器（ＥＬＢ）が働いた時は

漏電遮断器が働いてからの処置について説明いたします。
まず、漏電した原因箇所を取り除きます。

この場合では、漏電故障した電動工具のコードの先について
いるプラグを、コンセントから抜くことです。

7P-1
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漏電遮断器（ＥＬＢ）が働いた時は
　切れた配線の電気を生かすには、漏電遮断器のつまみ
　（トッテ）を切りから入り（オン＝ＯＮ）に、手で下から
　上に動かします。
　これで電源は生き、電気が使える元の状態に戻りました。

　　　つまみが中間の位置で止まっている場合は、一度切りにしてください。　

7P-2

漏電遮断器（ＥＬＢ）

分電盤内の漏電遮断器 電気温水器の漏電遮断器

　　漏電遮断器は、分電盤の主幹に取り付けられているのが
　普通ですが、分岐回路や電気温水器などのように、機器に
　内蔵されていることもあります。

7P-3
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漏電遮断器（動作テスト）
　漏電遮断器は、雷な
どで配線の電圧が異常
に高くなったときなど、
何かの原因でまれに故
障することがあります。

　そのためテストボタ
ンを時々押して、正し
く動作するかを確認す
ることが必要です。

テストボタン

漏　電
表示ボタン

8P-1

　その際テストボタン
を押すのは、短い時間
でお願いいたします。

※　電気が停まるので準備
してから実施してください。

アース　＋　漏電遮断器

　　これまでの説明でお分かりのように、Ｂ子さんの
　場合アースだけでは、電撃ショックは弱まりますが、
　漏電状態はそのまま続いています。
　　Ｃさんの漏電遮断器だけの場合は、瞬間的には
　人体に漏れ電流は流れますが、電源は切れます。

Ｂ子さんの場合
（アース）

Ｃさんの場合
（漏電遮断器）＋

8P-2
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アース　＋　漏電遮断器

電熱器モータ 電動工具

アース線

アース極

　安全のうえから最もよいのは、漏電が
発生すると自動的に電気を切ることです。
　そのためにはアースと漏電遮断器の両方
を取付けることです。
安全対策に十分すぎるいうことはありません。

8P-3

漏電
遮断器

ＥＬＢ アース＋漏電遮断器アース＋漏電遮断器

電気火災　その１　過熱とショート
　　

　　自分の体力・能力の限界を知ってパンクしないように、明日への

　力を蓄えることは健康の上からも必要です。

　電気でも限界を超えた無理な使い方をしていると設備・機器を傷め、
寿命を縮め、大きな事故につながることになります。

　自分の体力・能力の限界を知ってパンクしないように、明日への力を
蓄えることは健康の上からも必要です。

　電気でも限界を超えた無理な使い方をしていると設備・機器を傷め、
寿命を縮め、大きな事故につながることになります。

9P-1
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限界以上に電気を使い過ぎると

　電線、コードなどは非常に熱くなり、そのため絶縁物が柔らかくなり、
劣化が急に進み、ついにはショート（短絡）し、発火して電気火災や
火傷の原因となります。

テーブルタップ

電熱器

モーター

電動工具

9P-2

　　ショートの大きな電流を自動的に切って配線回路を守り、災害を
　未然に防ぐ安全装置が過電流遮断器です。その代表的なものが、
　分電盤についているブレーカ（配線用遮断器）です。

ブレーカ

分電盤 ブレーカ

9P-3
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ブレーカ
　　ブレーカは、異常に大きな電流を切るヒューズの機能（過電流の
　遮断）と、入り・切りするためのスイッチを組み合わせたものです。
　　ブレーカは、電気パワーの暴走を食い止めて電気設備の安全を
　守る大切な働きをします。

短絡保護

過負荷保護

スイッチ

10P-1

ブレーカが動作したときは

　　ブレーカのつまみ（トッテ）を上にたおすと入り（ON）になりました。
　しかし、またすぐに動作して電源が切れました。
　　切れたのは原因があったからです。その原因を取り除かなければ、
　

原　因

つまみが中間の位置で止まっている場合は、一度切りにしてください。　

10P-2
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ブレーカが働く原因　過負荷
　まず第１には限度以上に電気を使い過ぎた場合です。この時はその
配線回路につながっている電気機器の使う台数を少なくするか容量の
小さな機器に変えて、電気の使用量を限度内にしなければなりません。

モータ モータ モータ

電熱器 電熱器
ブレーカ

　根本的な解決は、配線の数を増やし負荷機器を分散させるか、
または、太い配線に張り替え大きなブレーカに取り替えることです。

10P-3

　　第２の場合は、短絡（ショート）した時です。配線またはコード等の
　絶縁被覆が何かの原因で突然破れたか、電気のきている部分に
　誤って金属物が触れた場合などです。

ブレーカが働く原因　短絡
11P-1
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　　　　　過　熱
　私たちの体は、化膿する
とそこが熱を持つように、
電気設備も配線と器具の
接続部分の不良等が原因
で熱を持つことがあります。

　通常は熱くならない部分
が高温になっているのは、

・スイッチの刃が刃受けに
しっかり入っていない場合

・刃と刃受けの表面がザラ
ザラになっている場合

・電線とネジの締め付けが
緩んでいる場合

など、電気的に接触が悪い
ところで熱を持ちます。
　コンセントと差し込みプラ
グの場合も同じ事です。

11P-2

過　熱
　コードを延長する際に、コードとコードの芯線をひねって結び、
絶縁テープで簡単に巻いているのを見かけます。　これは使っている
うちに過熱し、漏電のことも考えると大変に危険です。

　コードコネクタ（接続器）またはコードリールを使うようにしましょう。

コードコネクタ

11P-3
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過負荷

　モータでは無理な使い方をしたり
三本の電線（三相）のうち一本が切れ
て電気を送らない状態（欠相）になった
りすると、モータが過熱して焼けてしま
うことがあります。

モータの保護には【モータブレーカ】
11P-4

モータ
ブレーカ

電線の切れ

過負荷

電気火災　その2　漏電と火傷
　電線や電気器具では、電気（電流）が外に流れ出ることがないように、
電気の通り道をビニルなどの絶縁物で覆っています。絶縁物が古くなっ
たり傷がついたりしますと、絶縁の性能が悪くなり、本来の電気の通り
道から電気が外に流れるようになります。
　これが漏電で、感電や火災の原因となります。

12P-1
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漏電と火災
　漏電しますと、漏れた電流は電源の変圧器のアースに向かって流れ
ます。負荷機器が漏電した場合に、アースがあって地中を流れるとよ
いのですが、配線が漏電した場合など金属製の建物や器物を通って
流れると、思わぬところで電流によって過熱、可燃物に引火して火災と
なることがあります。

12P-2

ブレーカー

漏電による火災を防ぐ漏電遮断器

漏電が少ない

ブレーカ

ショート

　　漏電がショートの状態になって大きな電流が流れた場合は、
　ブレーカが働きます。しかし漏れた電流が僅かであればブレーカは
　動作しません。この場合の安全装置は、漏電遮断器です。
　　漏電遮断器は、感電防止とともに漏電火災を防ぐためにも大切な
　装置です。

ブレーカ 漏電遮断器

漏電が少ない 漏電が少ない

12P-3
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漏電遮断器　（漏電表示ボタン）

　漏電遮断器には、漏電を遮断する機能と、ショートなどの際の大きな
電流を遮断するブレーカの機能の二つを一体化したものがあります。
　動作した時は、電流の流れ過ぎか、漏電の区別を
しっかり確かめて対処することが必要になります。

過電流の時 漏電の時

13P-1

漏電火災警報器

　漏電火災警報器は、どこかで
漏電があるとブザーが鳴ったり
ランプが点滅して知らせてくれます。
　警報器は電源を切りませんから
そのときはいち早く漏電箇所を
見つけ、その回路の電源を切る
ことが必要です。

13P-2
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常時監視装置

　24時間365日、高精度に
漏電を監視し、お客さまの
事業所のどこかで漏電が
発生すると、関西電気保安
協会に自動通報します。
　お近くの担当事業所から
保安技師が出動し、漏電
の原因を調べます。　

早期発見 早期対応

13P-22

災　害

　災害は、油断した
り、ずぼらな作業を
するといろいろに
姿を変えて襲って
きます。
　例えば、電気を
切らないでナイフス
イッチのヒューズを
取り替えるようなこと
をすると、ドライバー
が触れてスパークし
て火傷します。

13P-3
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安全作業に心がけましょう

　間違えて切っ
たつもりが、
電気のきている
部分に触れて
感電することが
あります。　
　手順は正しく、
安全作業に心
がけましょう。

13P-4

安全作業に心がけましょう

水濡れに注意しましょう しろうと工事はやめましょう

使い過ぎに
注意しましょう

14P-1
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停電の際に

　停電すると、特に
夜間は誰でも慌てる
ものです。
　停電の原因を落着
いて探しだして、二次
災害を防ぎましょう。

懐中電灯は懐中電灯は
どこだどこだ

15P-1

停電時の連絡

　停電を保安協会、
電力会社、工事店な
どに連絡される場合
は、停電の状況を良
く調べて、専門家の
指示にしたがって
処置いただくことを
お願いいたします。

停電の状況

15P-2

ご契約番号

発生時刻

停電範囲
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電気設備の健康

　安全装置があり、何時も正しく保守されておれば、
つまり電気設備が健康であれば、ほとんどの電気災害は
防ぐことができます。

　●　必要なところには、アースと漏電遮断器を取付けましょう。

　●　しろうと工事はやめましょう。

　●　乱暴で無理な使用はやめましょう。

　●　露出した充電部には注意しましょう。

　●　異常を感じたら、ただちに責任者に連絡しましょう。

おわり



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


